
会場 №
発言
種別

発言
内容 参加者の発言

担当
委員会 委員会の回答

美野里 2 ①質問 ②市政

《平成30年度会計予算について》
・予算において市債が、８億７１０万円増えている理
由は何か。

総務
常任委員会

　合併特例債が主な増加要因となっており、特にJR
羽鳥駅橋上化工事及び小川南小学校建設工事に伴うも
のが前年度より大きくなっています。

美野里 3 ①質問 ②市政

《公共交通ネットワークシステムについて》
・公共交通に関しての現状と、適正な運行ができてい
るのか。

総務
常任委員会

　平成２５年１０月の運行開始から５年弱が経過し、
利用者は運行開始の年間利用者数１７，９６６人か
ら、２２，０３４人と約２割の増加となっています。
また、１日あたりの利用者では、平日運行の比較で、
７３．６人に対し８２．０人と増加しております。
全体の４割が高齢者の利用で、次いで３割が学生と
なっており、交通弱者の足として利便性の向上が図
れ、公共交通として定着してきていると感じていま
す。

美野里 4 ①質問 ②市政

《公共施設のブロック塀安全対策について》
・大阪の地震で、公共施設（学校）のブロック塀が倒
れて、小学生が亡くなったが、小美玉市での公共施設
のブロック塀の安全確認、対策は終わっているのか。

総務
常任委員会

　大阪の事故後に、国土交通省から提示された「ブ
ロック塀の点検のチェックポイント」に基づく点検を
行い、各校の状況を確認したと報告を受けています。
その結果、破損した塀やグラついている塀はありませ
んでしたが、近づかないよう対策を講じたとのことで
す。
今後は、有資格者による点検を行い、安全対策を実施
していくとのことです。
国、県の指導に従い対策を施し、一般のブロック塀に
対しては、市のHPのほうに安全基準を掲載し啓発を
するということで、発信していくことを確認しまし
た。

【総務常任委員会】議会報告会での意見等に対する調査検討結果
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美野里 8 ③要望 ②市政

《公共交通とスクールバスについて》
・通学用に、時間がずれても子供たちがバスを利用で
きるよう、スクールバスと併せ、公共交通が相互利用
できるよう協議を進めてほしい。

総務
常任委員会

・現在、循環バスは３６人乗りの小型バス２台並びに
１３人乗りのワゴン車２台の計４台で運行しており、
学校の通学時間に併せた運行を検討しましたが、常磐
線発着に併せた運行が難しくなり、バスの台数を増や
さないとスクールバスとの併用が難しい状況にあると
のことです。
・現在、堅倉小学校において、通学に民間バス路線を
利用した通学が行われている現状を踏まえ、市スクー
ルバスの運用と整合を図れるよう関係所管と調整して
いくとの報告を受けています。

玉里 1 ①質問 ②市政

《まちづくり事業について》
・まちづくり事業予算が昨年度より増加している理
由、どのように生かしていくのか。

総務
常任委員会

・H30まちづくり事業予算を増額している主な要因
としては、新たに学区まちづくり組織を設立させ、そ
れら組織に対しての活動支援をするための増額とのこ
とです。
・それら学区まちづくり組織を支援することにより、
市内全域においての市民協働をさらに推進するための
事業予算を生かしていただきたいとのことです。

玉里 5 ①質問 ②市政

《霞ヶ浦のゴミ問題について》
・霞ヶ浦のクリーン作戦を行っているが、湖側の堤防
に流木や釣り客のゴミがかなり多い。
・堤防の湖側は国の管轄なので、市のほうもなかなか
難しいとのこと。
・立木類の撤去、搬出はﾎﾞﾗﾝﾃｨｱでは困難であり、こ
の課題についてどう考えているのか。

総務
常任委員会

・霞ヶ浦湖内及び湖岸については、国の機関である
霞ヶ浦河川事務所が河川法及び関係法令に基づき管理
を行っているので、引き続き、地域からの意見要望を
伝えながら、実効的な対策が講じられるよう、調整に
努めてほしいと要望しました。
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玉里 10 ②意見 ①議会

《空き家・区未加入対策について》
・区に入らない未加入率が多くなっている。
・空き家が増えている状況に加え、若い世代が区に入
らなくなっている。
・市民の代表として、市のほうにも言っていただきた
い。

総務
常任委員会

　行政区への未加入については、市区長会役員会で各
地区での現状を把握し、対応策等を協議していき、今
後、転入者については、行政区加入の必要性を説明
し、加入促進に努めていくとのことです。
また、空き家については、環境課において「空き家バ
ンク」を本年度内に設け、空き家の流通促進を図って
いくとの報告を受けました。

小川 1 ①質問 ①議会

《語句の意味について》
・資料中、原案可決と認定可決の使い分けについて教

えて頂きたい。

総務
常任委員会

　表決の結果として得られる議会としての意思の決定
を「議決」といい、対象となる事項、事柄により、い
ろいろな形態があります。　主なものとしては、可
決、否決、修正、同意、承認、認定、採択。不採択な
どです。　予算や条例、意見書、決議などは「可
決」、専決処分の報告は「承認」、決算は「認定」、
副市長・教育長などの人事は「同意」、請願・陳情は
「採択」、「不採択」と使い分けています。

小川 2 ①質問 ①議会

《議員提案議員数について》
・合併後の、議員提案の議案数は何件あるのか。 総務

常任委員会

　合併後の議員提案の議案数は６０件です。

小川 5 ①質問 ②市政

《条例について》
・公園以外にも、防災の問題だとか、大元の法律が変
わる場合には、各市町村の条例も変わるのか。

総務
常任委員会

　上位法の改正に合わせ、必要に応じて条例改正を行
うことになります。

小川 9 ③要望 ①議会

《市政モニターについて》
・市政モニターの回答書は、市長、部署名が記載され
てものが返ってくるが、議員にもその内容が回ってく
るのか。
・市民の声でもあるので、議員の皆さんにも伝わるよ
うになれば。

総務
常任委員会

　モニター回答書については、議会では目にしている
ものではありませんが、一般には市のホームページや
市広報紙に、その一部を掲載しているとのことですの
で、議会からも執行部のほうに、回答書の提供を要望
させていただきます。
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